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「そのとき、」ヨハネがイエスにいった。「せんせい、おなまえをつかってあくれいをおいだしてい

るものをみましたが、わたしたちにしたがわないので、やめさせようとしました。」イエスはいわれ

た。「やめさせてはならない。わたしのなをつかってきせきをおこない、そのすぐあとで、わたし

のわるぐちはいえまい。わたしたちにさからわないものは、わたしたちのみかたなのである。 

はっきりいっておく。キリストのでしだというりゆうで、あなたがたにいっぱいのみずをのませて

くれるものは、かならずむくいをうける。 

わたしをしんじるこれらのちいさなもののひとりをつまずかせるものは、おおきないしうすをく

びにかけられて、うみになげこまれてしまうほうがはるかによい。（４５～４８はぶきます） 

 

イエスさまは、なんかいかのにちようびにつづいて、ちいさなものにたいしてどのようにう

けいれたらようかをおしえてくださっています。またわたしたちのまわりにじぶんとおな

じしんこうをもっていなくても、まじめにいきている、よいひとがたくさんいますので、み

んなとちからをあわせるようにともイエスさまがおしえてくださっています。 

イエスさまはきょうのふくいんのなかでいっぱいのみずをのませてくれるものは、かなら

ずのむくいをうけるといっています。というのは、みずだけにかぎらず、あなたがこまって

いるひとのちからになってあげられたら、かならずあなたにたくさんのよいものがもどっ

てくる（むくい）。ひとつのはなしをみんなにわかちあいたいです。 

ひとりのせいねんは、いしゃになるためにだいがくにかよっていましたが、おかねがたくさ

んかかるので、あいているじかんにアルバイトをしていました。それはセールマン（いえか

らいえへかいものをすすめるしごと）でした。あるひのおひる、とてもあついので、このせ

いねんはつかれて、おなかがすいて、たおれそうになっていて、つぎにまわるいえでたべも

のをもらおうとおもっていました。どあをたたくと、ひとりのおんなのひとがでてきて、き

んちょうしてしまって「みずをください」といってしまいました。そのおんなのひとは、が

くせいをおなかがすかしているとわかって、おおきなコップにミルクをさしあげました。が

くせいがのみおわって「なにか、おれいをしたいのですが・・・」というとおんなひとは、

「いいですよ、なにかやくにたったらとおもいました」とこたえました。そのひ、がくせい

はげんきをもどして、ほんとうにかんしゃしました。 

なんねんかたって、がくせいはとてもゆうめいなはかせになって、おおきなびょういんにつ

とめていました。ミルクをくださったおんなのひとはおもいびょうきなって、すんでいたま

ちのいしゃたちは、いろいろとつくしましたが、なおすことができなくて、おおきなびょう

いんにうつすことにしました。そして、「ハワード・ケリー」はかせは、このおんなのひと



のカルテをみて、すぐ、あのときたすけてもらったひとだとわかりました。ながくかかりま

したが、やっとあうくすりをみつけたので、おんなのひとはなおっていえにかえられるよう

になりました。びょういんにながくいたので、おかねがたくさんかかって、はらえないぐら

いのきんがくになっていたので、しんぱいしていました、ケリーはかせが、このおんなのひ

とのせいきゅうしょをじぶんにまわしてもらったあと、おんなのひとのてにわたしました。

あけてみると 

「なんねんかまえにミルクでじゅうぶんにしはらっていただいています。ケリーはかせ」 

ほんうにイエスさまがおっしゃったとおりでしたね。じぶんになんばいもよいものがかえってきますね。 

ぼく、わたしはどんなしんせつできるのかな・・・ 
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